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；
高
札市
町
村
萱

型

怪
画
芸
藍
慧
型
璽

那
再
現
朋
半

◎

七
月
二
十
二
日
～
二
十
八
日
ま
で
の
間
で
行
っ
た
意
識
調
査

の
集
計
が
で
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市町村合併をどの程度理解されていますかの
間にどちらかといえば理解してしない、わか
らないと回答された方

10代、20代、80代は、半数以上が関心がないと答えている。

40代～60代は説明不足の回答が多い。

全体的に関心がない回答が多いが、説明不足の回答もかなりある。

▼
町
報
を
読
ん
だ
り
説
明
会
に
参

加
し
て
い
な
く
て
わ
か
ら
な
い
。

▼
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
難
し
い
問
題
。

▼
関
心
の
無
い
人
達
に
は
、
ま
だ

身
近
な
問
題
に
ま
で
な
っ
て
い
な

い
と
思
う
。

▼
本
当
に
合
併
が
必
要
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
。

▼
財
政
の
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

具
体
的
な
数
字
が
出
て
こ
な
い
。

▼
い
く
ら
説
明
さ
れ
て
も
何
故
合

併
が
必
要
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

▼
行
政
と
住
民
と
の
間
が
遠
く
な

り
そ
う
。

▼
初
め
か
ら
合
併
あ
り
き
で
、
合

併
し
な
い
場
合
の
説
明
不
足
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l

l

l

l合併することをどう思われますか？l　無回答 合併するべき

l

l

7・8％　　　 11．4％

どちらかといえば
するべきでない
l

l

l

l

l

19．0％　 せざるを得ない　50．4％

1 するべきでない
l

l

l

11．4％

10代、20代に多少の合併に対して反対の回答が多いものの、

全体的に見ると賛成の回答が多く、60％以上の人が合併に対し
l て積極的ではないものの、理解していると思われる。

合併することをどう思われますかの間に、合
併するべき、せざるを得ないと回答された方

単
独
で
い
け
る
体
力
が
江
府
町
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
た
だ
合
併

し
て
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
目
立
つ

よ
う
な
ら
考
え
る

▼
江
府
町
だ
け
合

言
いあ
る
。

い
現
状

⑥

調査票回収率

年 代 別 配布枚数 回収枚数 回 収 率

10代 1 0 8 5 5 5 0．9 ％

2 0代 3 3 9 2 1 6 6 3．7 ％

3 0代 3 16 2 2 9 7 2．5 ％

4 0代 4 8 8 3 7 0 7 5．8 ％

5 0代 4 9 7 4 0 6 8 1．7 ％

6 0代 6 2 0 4 9 0 7 9．0 ％

7 0代 6 6 3 4 9 6 7 4．8 ％

8 0代以上 3 5 4 2 2 9 6 4．7 ％

無回答 5 5

計 3，3 8 5 2，5 4 6 7 5．2 ％

▼
も
し
こ
の
ま
ま
合
併
し
な
け
れ

ば
周
り
の
市
と
対
等
に
い
ら
れ
る

わ
け
が
な
く
な
っ
て
あ
れ
て
い
く

だ
け
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
今

で
さ
え
他
の
町
よ
り
政
策
が
パ
ッ

と
し
な
く
て
、
日
野
郡
内
で
最
も

活
気
が
な
い
町
だ
と
思
う
か
ら
。

米
子
の
友
達
に
も
江
府
町
の
存
在

す
ら
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
自
然

開
発
に
は
大
反
対
だ
け
れ
ど
、
山

ば
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
今
は
見

向
き
も
さ
れ
な
い
と
思
う
。
町
の

方
針
に
新
鮮
な
も
の
が
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
今
、
合
併
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

▼
未
来
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

江
府
町
独
自
で
魅
力
あ
る
町
と
し

て
あ
と
何
年
も
つ
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
と
て
も
自
信
を
持
っ
て
頑
張

れ
ま
す
、
と
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

▼
取
り
残
さ
れ
る
。

▼
国
の
政
策
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
逆
行
し
て
い
っ
て
町
の
行
政
が

で
い
て
も
国
の
支
援
は
望
め
な
い
。

江
府
町
が
収
入
と
し
て
い
る
ダ
ム

や
大
山
な
ど
観
光
地
か
ら
の
収
益

に
も
向
上
は
望
め
な
い
。
そ
れ
な

ら
他
町
と
合
併
し
て
頑
張
る
し
か

な
い
。

▼
行
政
の
流
れ
で
仕
方
が
な
い
と

思
う
が
、
で
き
た
ら
し
て
欲
し
く

な
い
。
今
の
ま
ま
の
細
か
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
行
政
と
住
民
が
密
に

な
れ
る
方
が
よ
い
の
が
本
音
。

▼
確
実
な
高
齢
化
や
過
疎
化
を
客

観
的
に
見
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
面
で
、
ま
た
財
政
難
も
あ

り
合
併
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は

な
い
か
。
　
（
た
だ
し
メ
リ
ッ
ト
面

を
し
っ
か
り
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
）
▼
期
待
し
て
い
る
反
面
、
山
沿
い

に
い
く
ほ
ど
不
利
益
を
受
け
る
の

で
は
と
不
安
が
あ
る
。

▼
国
よ
り
の
交
付
金
の
減
少
に
よ

り
、
町
財
政
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
の
中
で
、
町
の
対
応
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
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合併することをどう思われますかの間にする
べきでない、どちらかといえばするべきでは
ないと回答された方

意

4

▼
市
町
村
合
併
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
か
？
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。

あ
る
な
ら
分
か
り
易
く
納
得
で
き

る
よ
う
な
説
明
な
ど
が
欲
し
い
。

▼
合
併
し
て
誰
も
が
自
分
の
所
が

得
を
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
ん

な
は
ず
は
な
い
。
他
の
援
助
が
で

き
る
ほ
ど
、
私
た
ち
に
ゆ
と
り
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。

▼
過
疎
化
の
画
題
等
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
思
え
な
い
。
若

い
人
材
が
米
子
の
方
に
出
て
町
に

人
が
残
ら
な
く
な
れ
ば
、
人
が
い

な
く
な
る
の
だ
か
ら
合
併
に
な
る

の
は
当
た
り
前
。
そ
の
前
に
や
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

▼
合
併
に
よ
り
住
民
の
声
が
届
き

に
く
い
行
政
に
な
る
と
、
よ
り
よ

い
条
件
の
地
域
に
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
過
疎
化
が
進
む
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

▼
最
初
の
う
ち
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

向
上
・
財
政
力
の
向
上
な
ど
言
う

が
、
数
年
後
そ
れ
は
望
め
そ
う
に

な
い
。

◎

▼
枠
組
み
を
中
心
と
し
た
論
議
が
先
行
し
、
十

分
な
情
報
公
開
を
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
ず
、

住
民
の
不
満
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
主
役
で
あ

る
住
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。
合
併
へ

の
動
き
は
自
治
体
自
身
が
試
さ
れ
て
い
る
。
い

か
に
住
民
を
論
議
に
巻
き
込
み
参
画
し
て
も
ら

う
か
。
こ
れ
ま
で
苦
手
な
部
分
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
住
民
参

加
は
欠
か
せ
な
い
。

▼
町
民
の
意
識
の
向
上
も
大
切
で
す
が
、
も
っ

と
も
っ
と
町
の
中
心
の
人
が
理
解
し
、
裾
野
を

広
げ
て
町
民
全
体
で
考
え
ら
れ
る
合
併
問
題
に

な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

▼
合
併
に
対
す
る
意
識
が
住
民
全
体
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
薄
い
と
思
う
し
、
個
人
と
し
て
も
は

っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
行
政
主
導
、
行
政

任
せ
で
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
若
い
世
代

が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
よ
う
に
な
ら
な
い

と
住
み
よ
い
江
府
町
に
は
な
っ
て
い
か
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。
た
っ
た
一
度
の
説
明
会
で
参

加
さ
れ
た
方
は
十
分
理
解
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
不
参
加
の
方
は
・
・
・

▼
合
併
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、
地
域
の

連
帯
が
壊
れ
る
よ
う
な
施
策
は
絶
対
反
対
。
集

落
が
楽
し
く
発
展
連
帯
す
る
よ
う
な
仕
組
み
は

ぜ
ひ
残
し
っ
づ
け
て
欲
し
い
。

▼
十
分
な
地
域
作
り
の
議
論
も
せ
ず
、
合
併
に

踏
み
切
る
の
は
絶
対
に
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

1
5
年
経
っ
た
ら
ま
た
合
併
を
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
を
、
今
急
い
で
作
り
我
々
の
世

代
に
、
今
以
上
の
　
「
負
の
遺
産
」
　
を
背
負
わ
し

て
は
欲
し
く
な
い
。
江
府
町
単
独
で
ま
だ
ま
だ

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。

▼
町
行
政
が
町
民
に
対
し
て
町
づ
く
り
に
ど
う

⑳

あ
る
べ
き
か
問
う
べ
き
で
あ
る
。
合
併
説
明
会

で
も
、
町
民
と
し
て
何
を
す
る
べ
き
か
三
一
ロ
も

話
さ
れ
て
い
な
い
。
財
政
う
ん
ぬ
ん
で
な
く
て
、

元
気
な
町
づ
く
り
に
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
行

政
が
自
信
を
持
っ
て
行
動
力
を
発
揮
す
べ
き
だ
。

▼
少
な
け
れ
ば
少
な
い
な
り
に
で
き
る
範
囲
で

行
政
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
住
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
果
た
す
役
割
を
忘
れ
て
い
る
。
も
う

一
度
、
身
の
回
り
の
事
か
ら
考
え
直
し
、
本
当

に
自
分
に
で
き
な
い
の
か
、
も
っ
と
他
の
方
法

で
で
き
は
し
な
い
か
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。
も
っ
と
や
り
く
り
で
き
る
は
ず
。
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
形
だ
け
の
物
で
な
く
、
し
っ
か

り
吟
味
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

▼
住
民
に
対
し
て
十
分
な
納
得
の
い
く
情
報
提

供
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
そ
の
中

で
い
き
な
り
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
く
の
は
素

人
に
は
か
な
り
重
荷
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
結
果
を
も
っ
て
　
「
住
民
の
総
意
」
　
と

す
る
の
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。

▼
合
併
し
て
も
し
な
く
て
も
、
江
府
町
の
よ
う

な
中
山
間
地
の
小
さ
な
町
は
切
り
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
若
者
が
少
な
く
な

り
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
町

や
市
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
え
ば
や
は
り
同
じ
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
合
併
し

な
く
て
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

考
え
る
た
め
の
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
情
報
が
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
都
市
部
の
マ
ネ
を
し
て
も
山
間
部
は
生
き
残

れ
な
い
。
山
間
部
で
生
き
る
こ
と
の
良
さ
を
も

っ
と
自
覚
す
る
よ
う
な
行
政
を
望
む
。
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平成15年（2003年）4 月から

障害（児）のあるかたの支援費制度が始まります！

Ql．どう変わるの？

「措置制度」から「支援費制度」へ

これまでは、障害のあるかたが利用する福祉サービスを県や

市町村が決定する「措置制度」でしたが、平成15年4月から

は、障害のあるかたが自分で福祉サービスを選び、指定の事業

者や施設と契約して福祉サービスを利用する制度

に変わります。

福祉サービスの利用料を行政が支援することから、

「支援費制度」と呼びます。

Q2．制度の対象は？

この制度の対象となるのは、次のかたがたです。

●身体に障害のあるかた（身体障害者）

●知的障害のあるかた　（知的障害者）

●障害のあるお子さん　（障　害　児）

Q3．受けられるサービスは？

区　 分 支援費の種類 サービスの種類

身 体

障害者

居宅生活支援費 ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ

施設訓練支援費 更正施設（入所・通所）、療護施設、授産施設（入所・通所）

知 的

障害者

居宅生活支援費 ホームヘルプ、ディサービス、ショートステイ、グループト ム

施設訓練支援費 更正施設（入軒通所）、授産施設（入所・通所）、通勤寮

障害児 居宅生活支援費 ホームヘルプ、ディサービス、ショートステイ

支援費には「居宅生活支援費」と「施設訓練支援費」の2種類があります。

利用を希望されるサービスの種類によって、どちらを受給されるかが決まります。

また、どのサービスが利用できるかは、利用希望者の申請に基づいて市町村が決定

します。

Q4．手続きは？

●福祉サービスの利用を希望される方は、町福祉保健課

に支援費の支給を申請してください。

●聞き取り調査などを経て、平成15年3月に、支給決

定の内容を書いた「受給者証」を一斉に交付します。

※「受給者証」は、サービスを利用するときに必要です

ので、大切に保管してください。

㊥

Q5．利用料の支払いは？

●「受給者証」を提示して、利用したいサ

ービスの事業者・施設と契約してくださ

い。

●サービスは平成15年4月から利用でき、

利用者には一定の利用者負担額を事業者

などへお支払いいただきます。

●市町村は、利用料から利用者負担額を除

いた額を、支援費として事業者などへ支

払います。

お 問合 せ 先　　　　　　　 ／

町福 祉 保健 課 福 祉 係 （T E L 7 5 －6 1 1 1）

※現 在 、 施設 に入 所 され て いる 方 は、施 設

担 当者 へ お尋 ね くだ さ い。
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保健の一部が変′わ切日管

①老人保健の対象年齢が変わります

平成14年9月30日まで

70歳未満の人
（寝たきりなどの人は65歳以上）

平成14年10月1日から

75歳未満の人
（寝たきりなどの人は65歳以上）

（ただし、平成14年9月30日時点で70歳以上の人（昭和7年9月30日以前に生まれた人）と65歳
以上の寝たきりなどの人は引き続き老人保健の対象となります。）

⑧医療費の窓口負担割合が変わります
◎　平成14年9月30日まで　　　　平成14年10月1日から

外　 来
1割負担

・月額上限までの負担
・診療所では定額負担

入　 院
1割負担

（月額上限までの負担）

す
1割負担

（一定以上所得者は2割負担）
へ
て
蕗 ※外来の月額上限制および
の
医
療

診療所の定額負担制は廃止

斗 1割負担
機 （一定以上所得者は2割負担）
関・臨1 ※月額上限までの負担

全ての医療機関で窓口負担は、1割負担になります。ただし、一定以上の所得のある人の窓口負担は、2割負担にな
ります。

また、従来は外来・入院ともに、一定の限度額までの支払いですみましたが、10月からは、原則としていったん窓

口に負担分である医療費の1割（または2割）を支払い、一定の限度額を越えた分は、後で払い戻しを受けることに
なります。
ただし、入院の場合は限度額までの支払いとなります。

⑳⑨1カ月の窓口負担の限度額が変わります
医療機関に支払う窓口負担の1カ月の限度額（自己負担限度額）が変わります。

④窓0負担の支払いが高額になったら払い戻しが受けられます
1カ月に医療機関に支払った窓口負担が自己負担限度額を越えたときは、役場福祉保健課へ申請すると、超えた
分が老人保健から戻されます（高額医療費の支給）

医療機関の窓［コには「国保の保険吉正」、「老人医療受給考証」、「イ建康手帳」を提示します。
※窓口負担の割合は、所得により1割または2割ですが、医療機関ではこの負担割合の違いを
「老人医療受給者言正」により判断します。
また、所得の偵こし1人は「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療1幾関の窓口
に提示すれば、入院時の患者負担の限度額などが少なく‾こすみます。
「老人医療至の限度額適用・標準負担額減繰言忍定言正」は、役場福祉保健課の窓口に申請して、
認められた場合に交付されます。

老人保健で医療を受けるときに病院の窓口に提出する「医療受給書証」が新しく交付されます。お医者
さんの窓口で支払う一部負担（1割または2割）に応じた医療受給者証になります。
以前のものは使えませんのでご注意ください。その他詳しくは役場福祉保健課までお問合せ下さい。

◎
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園長櫛康保障

こ画昏塾塵保険二
①75歳未満の人は回保で診療を受けます

平成14年9月30日まで

70歳未満の人

平成14年10月1日から

75歳未満の人

◎

包QJ

70歳以上の人は、これまで老人保健で診療を受けていましたが、

10月からは75歳未満の人が、国保で診療を受けることになります。

覇鮭棚三。日以前に生まれた人．引せ帆棚駅
（寝たきりなどの人は65歳以上）　　　　　診療を受けます。

●昭和7年10月1日以降に生まれた人　■　75歳になるまで、国保で
診療を受けます。

高齢受給者証が交付されます
町から高齢受給考証（「国民健康保険高齢受給書証」）が交付されます。医療
機関では、患者の負担割合（1割または2割）をこの高齢受給者証で確認します。
高齢受給者証が交付されたら、大切に保管してください。

（参医療費の窓口負担割合が変わります

平成14年9月30日まで

70歳未満の人3割負担
※退職者医療制度該当者の本人
の外来と本人および被扶養者の
入院は2割負担

平成14年10月1日から

3歳未満児　　2割負担
3歳～69歳の人　3割負担
※退職者医療静」度該当者の本人の外
来と本人および被扶養者の入院は2割負担

70歳～74歳の人1割負担
（一定以上所得者は2割負担）

医療費の窓口負担は3歳未満児

が2割負担になります。70歳以上

の人は1割負担となり、所得の高

い人は2割負担となります。

3歳～69歳の人はこれまでどお

り3割負担です。

例えば、10月20日が3歳の誕生日の人は、10月末までは窓口負担は2割、11月から3割となります。
70歳になって窓口負担が変わる場合も同じです。例えば10月20日が70歳の誕生日の人は、10月未までは
窓口負担は3割、11月から1割となります。ただし、1日生まれの人は誕生した月から窓口負担が変わります。

（参1ケ月の窓口負担の限度額が変わります
医療機関に支払う窓口負担の一ケ月の限度額（自己負担限度額）が変わります。
ただし、70歳未満の人と70歳以上の人では限度額が異なります。なお、限度額を超えた支払いについては、
市町村へ申請すると、払い戻しが受けられます。（高額医療養費の支給）。

医療機関の窓口にはこれま

で通り「国保の保険証」を提

示します。

医療機関では、保険証に書

いてある生年月

日により窓口負

担の割合を判断
します。

医療機関の窓口には、「国保の保険証」と「高齢受給者証」

を提示します。

低所得者に該当する人は「国民健康保険限度額適用・標準

負担額減額認定証」を医療機関に提示

すれば、窓口負担の限度額などが少な

くて済みます。

この減額証は、役場福祉保健課の窓口

に申請して、認められた場合に交付さ

れます。

或謬恩
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会
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八
月
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乗
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に
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故
に
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供
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し
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西部地震の復興住宅費金利宇補給のお知らせ

助成対象者　災害復興のために住宅融資を借り受けた方

適用期間　10月5日までに申し込みをされたもの。

（ただし、平成15年11月30日までに

金融機関等と契約するものを含む）

申　込　先　日野総合事務所　県民局　℡　72－2084

人権擁護相談会の開催

次の日程で開設します。

10月2日（水）西伯町　社会福祉センター

9時～12時

10月4日（金）米子市　市役所会議室

13時～16時

10月7日（月）日野町　山村開発センター

13時～16時

間合せ先

鳥取地方法務局総務課庶務係

℡　0857－22－2191

行政書士電話無料相談及び
1日無料相談会の開催

電話無料相談　　日　　時10月1日　9時～16時

電話番号　0857－24－2744

1日無料相談会　日　　時10月12日10時～15時

場　　所　　米子高島屋1階

無料法律相談の案内

日　　時10月7日　10時～15時

場　　所　鳥取地方裁判所米子支部庁舎内

聞合せ先　鳥取県弁護士会　0857－22－3912

（開催日当日　0859－22－2205）

⑤

大山百景

「私の好きな大山コンテスト」

応募内容　大山の魅力を伝える景観、イベン

トなど、ジャンルは問いません。

ただし、現在も見ることができる

ものに限ります。

応募〆切　10月21日（必着）

応募先　米子市観光課内

大山山麓リゾート・観光推進協議会事務局

「大山百景」係　℡　23－5213

健康運動習慣普及講習会の開催
対象者　町内事業所の事業主、衛生管理者、

一般従業員

日　　時　9月20日　8時30分～12時

場　　所　江府町山村開発センター

参加申込・問合せ先

江府町商工会　75－2333

日野保健所　　72－0041

リサイクルフェアー2002の開催

日　時　9月29日　9時～16時

場　所　リサイクルプラザ（岸本町口別所）

内　容　施設案内、物品販売コーナー等

◎統計で働く輩を見つめよう

平成14年10月1日現在で

就業構造基本調査を実施します

調査の対象となった世帯には、統計調査員が

伺いますので、ご協力をお願いします。

総務省・江府町

Soumu
四角形

Soumu
四角形



10月26日（土）

10：00～　「水の文化フェスティバル」開会セレモニー
10：30～　水辺のコンサート（フルート演奏）出演：井上知恵、菊池栄子
14：00～　江府町水の音楽祭　出演：チロルハンドベル、木下忍、100人コーラス、江尾・

（雨天の齢、江椚慨合体育恥　　米沢・明倫・俣野小学校、江府中学校、アイリス合唱団

10月27日（日）・30日（水）

＝‾ニ　妄…＝三三㌔子言責三三≡三言千言芸子三二……三二‾■サ丁一号≡二三

11月2日（土）

13：00　　櫻井哲夫プロデュース「水と生命のコンサート」（入場整理券が必要です。）
開場　　　　　　～スペシャルゲスト岩崎宏美～

出演　べ一シスト／櫻井哲夫　パーカッション／大儀見元
ピアニスト／塩谷哲　　100人コーラス

11月3日（自）

10：00～　子どもシンポジウム～江府町の水と生活について～
コーディネーター　森本満善夫（倉吉北高参事）
発表者　町内小学校児童

11：00～　アトラクション　子ども太鼓　子供の国保育園児
田植え唄踊りJA女性会

12：30～　基調講演　演題「水と緑の国・日本」講師：富山和子（立正大学教授）

14：00～　水を考えるシンポジウム　コーディネーター　富山和子（立正大学教授）
「水、過去・現在・未来」　パネリスト　　　道上正規（鳥取大学学長）

黒澤丈夫（群馬県上野村村長）
伊藤美都夫（鳥取県漁連代表理事会長）
福田正臣（江府町長）

10月26日（土）
エパーランド奥大山

11月2日（土）、3日（日）

：　江府町の特産品・加工品を販売します。
ヽ一一一●－●－■●●■●－●●●●●●●●●●●●－●一一■

11月2日（土）、3日（日）

江府町運動公園総合体育館

l l

l l

■　　　ヽ

「7Kエ工作依験教室」
「自然クラフト価験」

隊か

●●一一一●●●一●一●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヽ

■　　　■－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾、

10月26日（土）～11月4日（月）◎江府町運動公園総合体育館　　　　　；

…　内専諾㌫諾漂警莞莞豊誓票霊売…
：　　　品の患示宅行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
ヽ一一一一一一一一一一一一一一一一日●■●－●●一日●一●●■－■－●■●■●●●●…1－●＝●●●●●●－●●●－●●●●＝●－′
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軍国

⑳

＝HHMHMMHHH⑳●●●●●●●●●●●●●●

第17回国民文化祭・とっとり2002・江府会場（平成14年10月26日～11月4日）

「水の文化フェスティバル」江府町実行妻員会速報

r水の文化フェスティ川レ・水を考えるシンポジウム」は

これからの生活の大切な問題を話しあいます。

おみやげもたくさん……ありますよ

－11月3日はぜひお出かけください
おしなべて鳥取県は「水」豊かに、緑、色濃い地方です。

水の恵みを当然のように思って、今までを暮らしてきました。

しかし、その豊かな水も、今のままで推移すれば、遅かれ早かれ、洞（か）れてしまう危険があります。人は水な

くして生きられず、近い将来早魅（かんばつ）と洪水を繰り返すとされる「地球規模の水の危機」は、まさに地球と⑳
人類の危機の始まりでもあります。

地球の将来や、地球温暖化まで話を広げなくても、身近にある大きな問題は、農業と林業の担い手が少なく、先細
りになってきていることだといわれます。

「農林業が元気を取り戻し、私たちの食料を確保し、森を守り、地球温暖化にブレーキをかけて、豊かに住み続け

られる世の中を作ること」と、「水を守る」ことは「卵が先か、鶏が先か」という問題です。21世紀はいろいろな

面から「水」が問題とされる、「水の世紀」だとも言われているのです。

払たちが今、知らねばならないことは、

①「水」はただ自然に流れているものではなくて、木を植え、田を耕すなど、先祖が大きな労苦によって作りだされ
たものであり、それを私たちが使っているのだということ。

②その水がつくられ、使われる環境と、それが育んだ文化が、いま消えようとしており、危なくなって来ていること。

③それは農業・林業・漁業など、私たちが生きていくうえに必要な基幹産業が、人間の命綱（いのちづな）であって、

これが成り立たなくなっている現状は大変危険な状態だということ。

④これから、中山間地や山村が元気を取り戻すようにしていかなければ、今まで何千年続いてきた暮らしが、成り立
たなくなる事態が見えてきていること。

⑥水を楽しむ……楽しい水遊び、おいしい水が飲めること、美しい水の表情が見えることなどなど、いつまでも水を

楽しみながら・安定した暮らしができるようにするために、私たちは何をしたらいいのかを考える必要がある。　●

シンポジウムの司会役、富山和子さん（立正大学教授）は、「水」「環境」について、今最も活躍している先生の
一人です。「お米カレンダー」を毎年発行し、棚田ブームを引き起こし、農業・米作り、林業に元気を取り戻そうと、

頑張っておられます。福田町長ともお知り合いで、今回の江府町への来訪は各方面から注目されています。

パネラーは長年山村の村長として、その振興に賭ける群馬県上野村　黒澤丈夫村長、鳥取大学　道上正規学長、

鳥取県漁連　伊藤美都夫会長、そして江府町福田正臣です。
11月3日（日）の日程は

10時から　小学生「水」の学習発表会

11時からアトラクション　子供の国保育園園児の「日野川こども太鼓」

転弟分から　青山荷嵩

き∋姦豪喜
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平成14年度の小地域懇談会がいよいよ始まりました。本年度のテーマは「くらしの中の女性差別」で

す。町民のみなさんが普段の生活の中で男女間の不平等だと感じていること、「男のくせに」「女の子な

んだから」と言うように何かおかしいなと思っていることなどを話し合い学習を深めていきたいと思いま

す。9月より集落の都合のよい目時に出向者117名が13班に分かれて町内全集落に訪問させていただ

きます。みなさんの参加をお待ちしております。

例年女性のみなさん、高齢者の方々の参加が少ないようですので是非参加をお願いします。

また、8月21日㈱山村開発センターにおいて

平成14年度人権・同和問題小地域懇談会の出向

者事前研修会を83名の参加者で開催しました。

この研修会で今年の懇談会のテーマである「く

らしの中の女性差別」についてお互いが学習を深

め、出向者全員が懇談会の目的について共通理解

▲真剣な表情で研修する出向者

恒磨

を図りました。本年度は初

めて啓発資料の　「あかる

いこころ」を教材に学習を

することとなり出向者それ

ぞれ真剣に研修を行ってい

ました。

9 月 2 6 日 休 ）

映 画 鑑 賞 『カ ン ダ ・ハ ー ル 』

山 村 開 発 セ ン タ ー
妹 を 救 う た め 、 ア フ ガ ニ ス タ ン に 帰 る 女 性 ジ ャ ー ナ

リス ト。 荒 廃 し た 祖 国 に た く ま し く生 き る 人 々 に 支

え られ 彼 女 は カ ンダ ハ ー ル へ の 旅 を 続 け る。 この 見 2 F
捨 て られ た 大 地 に 、 生 き る 希 望 を 見 出 し な が ら

第

3
回

1 0 月 1 0 日 休 ）
『知 られ ざ る 排 斥 事 件 会 見 町

本町五丁 目集会所
～橋等繁蔵先生に学ぶもの～』 新 井 宏 則 氏

2001年カンヌ国際映画祭エキュメニック賞（国際キリスト教会審査員賞）2001年ユネスコ〈フェデリコ・フェリーニ〉メタル
日本国連HCR協会（国連難民高等弁務官事務所日本委員会）推薦

モフセン・マフマルパフ監督作品

ハ、一ノ KANDAHAR
映所、ヵンダハール」二は2仙川年に鋸おされた。「国際社会から見捨てられた」人々のために。

††∵「∵††

喪軒犠
打か＿ト．嶋・～＿ご憑」一

、　▲－．：i．

＿頁『■」　・・一一・

r・了八一一

◎
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司当室∃毒すすめり藩

平
成
三
十
年
（
上
）
（
下
）
　
堺
屋
　
太
一

つ
い
に
日
本
改
革
合
戦
、
変
革
か
継
承

か
、
知
価
社
会
を
目
指
す
戦
い
が
は
じ
ま

っ
た
。
日
本
は
発
展
途
上
国
に
戻
る
の
か

？
先
端
国
と
し
て
蘇
る
の
か
？
イ
ン
フ
レ

と
不
況
、
高
齢
と
高
失
業
、
貿
易
収
支
大

幅
赤
字
。
緻
密
な
予
測
で
描
く
近
未
来
小

説
。

滅
び
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
　
三
浦
　
明
博

日
本
と
い
う
国
が
懐
深
く
隠
し
持
ち
、

表
向
き
は
存
在
し
な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
、

戦
時
中
の
傷
。
C
M
制
作
者
が
手
作
業
で

再
生
し
た
古
い
フ
ィ
ル
ム
。
そ
こ
に
は
日

本
が
ひ
た
隠
し
に
し
て
き
た
過
去
が
映
っ

て
い
た
。
一
個
の
リ
ー
ル
が
歴
史
の
闇
に

光
を
あ
て
る
。

⑳

老
い
て
こ
そ
人
生
　
　
石
原
慎
太
郎

老
い
を
迎
え
討
ち
、
人
生
の
成
熟
の
時

代
を
さ
ら
に
成
熟
さ
せ
て
、
人
生
と
い
う

劇
場
の
決
し
て
短
く
は
な
い
最
後
の
幕
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
人

生
の
経
験
を
重
ね
た
人
間
と
し
て
の
意
識

を
構
え
、
老
い
を
し
っ
か
り
み
つ
け
る
こ

と
だ
。
自
分
自
身
の
老
い
て
い
く
人
生
は

ど
味
わ
い
深
く
、
感
動
的
な
も
の
は
な
い
。

／

石
原
慎
太
郎
〆
　
　
／

花
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
真
理
子

女
の
幸
せ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
芸

者
だ
っ
た
祖
母
と
母
、
二
人
に
心
を
閉
ざ

し
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
多
忙
な

日
々
を
送
る
知
華
子
。
大
正
か
ら
現
代
へ
、

哀
し
い
運
命
を
背
負
っ
た
美
貌
の
女
三
代

の
血
脈
の
物
語
。

ト
キ
オ
　
　
　
　
　
　
東
野
　
圭
吾

「
あ
と
何
年
か
し
た
ら
、
あ
ん
た
も
結

婚
し
て
子
供
を
作
る
。
そ
の
子
に
あ
ん
た

は
ト
キ
オ
と
い
う
名
前
を
つ
け
る
。
そ
の

子
は
十
七
歳
の
時
、
あ
る
事
情
で
過
去
に

戻
る
。
そ
れ
が
俺
な
ん
だ
よ
。
」
昭
和
5
4

年
、
浅
草
。
不
治
の
病
で
死
に
ゆ
く
息
子

が
、
若
き
日
の
父
親
に
会
い
に
来
た
。
時

を
超
え
た
奇
跡
の
物
語
。

こ
と
ば
に
生
か
さ
れ
て
相
田
一
人
（
監
修
）

相
田
み
つ
を
の
こ
と
ば
で
人
生
が
変
わ

っ
た
人
々
、
生
き
方
を
変
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
の
記
録
。
N
H
K
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
、
全
国
で
大
反
響
を
呼
ん
だ
感
動
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
も
と
に
し
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

こ
　
と
ば
　
に

生

か

さ

れ

て

椚
m
ふ
っ
を
・
人
生
の
応
城
取

●
■
▲
7
1
■
■
■
■
■

机
川
　
　
人
　
藍
住

今
什
　
久
洋
　
相
打

小
川
　
■
七
度
．
仏
力

⑳
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一ツ

5月10日から8月9日まで計14回実施した運動
教室の開講式では、汗を流した後、南波吉伸さんが、

皆勤で、表彰されました。開講中のそれぞれの血圧、
体脂肪測定の一覧が配られ、自己評定が出来ました。
また40肩で手の上がらなかった人が2名程上がる
様になったと喜んでおられました。

町民野球大会
8月20日～24日の間12チームの参加により実施。

優勝戦は貝田対本町5丁目となりました。

優勝　具田チーム

◎

6月12日～8月9日

田県四郡市総合体育大会
8月11日（日）広島県東城町、東城中央運動公園を
中心に大会が開催されました。江府町からは、家

庭婦人バレー、ソフトテニス男子、陸上に参加し
ました。

家庭婦人3位
ソフトテニス男子優勝
陸上　100m女子　2位　野口

200m女子　3位　藤森
男子砲丸投（39歳以下）

篠村

準優勝　本五チーム

い
貴
位
勇

め
美
2
允

体力テストを実施
35歳～49歳までの男女
120名を対象に10月6日

町民バレーボール大会に合わ
せて体力テストを実施します。

該当年齢の皆さん、ご協力を
お願いします。

卓二重き
9月20日㈲　7時30分開講

以後毎週金曜日　10月18日まで
対象　小中学生とその保護者

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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相撲教室

8月17日午後1時から江美神社で相

撲教室を開催しました。年一回の教室に

参加した子供達は、真剣に取り組んでい

ました。

ス兼

7月23日～8月30日まで10回、

延べ397名の児童が参加しテニス教室

を実施しました。最終日には、5・6年

コートでは、練習試合を行い腕試しをし

ました。

江尾十七夜少年相撲大会
8月17日午後2時から相撲大会を開催。小学生37名、中学生21名の参加で、そ

れぞれ5人抜き、3人抜き、個人戦を戦いました。

小学生の部

勝

位

位

位

優
　
2
　
3
　
3

村
　
上
　
立
　
上

下
　
川
　
足
　
川

純也（江尾小）

春樹（江尾小）

貴弘（明倫小）

賢一（江尾小）

〈5人抜き〉

6年生の部　下村　純也（江尾小）

5年生の部　足立　貴弘（明倫小）

4年生の部　海崎　竜紀（明倫小）

上
　
山
　
上

川
　
影
　
川

濫朋朋

3
　
6
　
5
　
4

〈

⑳

気合の仕切り

賢一（江尾小）浜本　那嘩（江尾小）

夕姫（明倫小）矢下　請一（江尾小）

春樹（江尾小）村上　成文（江尾小）

力の入った優勝戦　中学生

4年生5人抜き

中学生の部

〈個人戦〉優勝

2位

3位

志
　
也
　
太

貴
　
達
　
将

椋
　
田
　
田

小
　
米
梅

〈5人抜き〉小椋　貴志

〈3人抜ぎ「2年生の部

1年生の部

高野　伸也
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国事国れ喜れ
都合により、日程が変更される場合があります。

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

1 6 月

1 7 火 ヘルシーキッチン教室（小江尾・大満） 小江尾公民館 9：00～14：00

1 8 水

ポ リオ予防接種 江肌色合性純批ンター2：00～2：30

巡 回図書あや め号 3 区

写 真講座 開発センター 14：00～

1 9 木
ヘルシーキッチン教室（半ノ上増ノ前） 半の上公民館 9：00～14：00

明 徳学園 開発センター 9：00－

2 0 金
卓 球教室 開講 式 総合体育館 19 30～

子宮がん検診 日野病院 13：30～14：00受付

2 1 土 広域隣保活動（習字教室） 本五集会所 9：00～

2 2 日

2 3 月

2 4 火 ヘルシーキッチン教室（珊 3丁目・4丁目） 甜帽朝敵センター9：00～14：00

2 5 水
高血圧予 防教 室 洒鴨合髄馳センター13：00～16：00

ハ ン ドベル教 室 日輪閣 19：30～

2 6 木 たんばぼ学級 開発センター 19：30～

2 7 金

食生活改善推進員学習会 甜帽餞鵬批ンダー9：00～13：30

じ ゃ りん こくらぶ 子供の国保育園 9：30～

卓球教室 総合体育館 19：30～

広域隣保活動（膝細工教室）本五集会所 19 30～

子宮 がん検 診 日野病院 13：30～14：00受付

2 8 土 和紙折紙 講座 開発センター 10：00～

2 9 日

3 0 月
水墨 画教 室 創作館 13 30～

農地相談 会 東庁舎小会議室 13：30～16：00

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（℡75－2624）へ連絡ください。

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

1 火

2 水
高脂血症予 防教室 江帥齢賊福批ント 13：00～16：00

巡回図書 あや め号 1区

3 木 ヘルシーキッチン教室（武庫） 武庫多目的集会施設9：00～14：00

4 金
食生活改善推進員養成講座 甜場合鮎馳セント 9：00～12：00

卓球教室 総合体育館 19：30～

5 土

6 日 町民バ レーボール 総合体育館 8：30～

7 月

8 火
ガーデニ ング教室 日輪閣 19：30～

広域隣保活動（健康講座） 本五集会所 10：00～

9 水

糖尿病予 防教室 甜町鮨麒馳センター13：00～16：00

巡回 図書 あや め号 2 区

ハ ン ドベル教室 日輪閣 19：30～

1 0 木
ヘルシヰッチン教室（珊 1丁目・2丁目） 江帥齢鮎高批ンター9：00～14：00

たんばぼ 学級 本町五丁目集会所 19：30～

1 1 金
卓球教室 総合体育館 19：30～

広域隣保活動（膝細工教室）本五集会所 19：30～

1 2 土 じゃ りん こく らぶ 子供の国保育園 10：00～

1 3 日 町ソフトテニス選手権大会 運動公園テニスコート

ヘットの飼し主は責任を持って
他人l迷惑がかからないよっひ

軌っ盛
求・「．一雨一・募「

求人事業所名 所　 在　 地 職　　　　 種 年齢 賃　　 金 就業時間

社会福祉法人寿糾合チロルの勤 久 連 7 看 護師 2 0 ′〉5 5 162，0 0 0～2 16，00 0 8：3 0～ 17：3 0

（株 ） 田 野 リ ー ス 江府町佐川749－1 鉄筋溶接 （アルバイト） 不問 160，0 0 0～2 0 0，00 0 8：3 0～ 17：0 0

ダイセツ縫製 （株）日野工場 江府町武庫500－1 縫製オペレーター及び下手間 18 ′、ノ5 0 107，3 6 0～13 2，00 0 8：15～ 17：15

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後あ知らせする求人は全て男女不問です。）

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

◎
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人の動き 8月届
（敬省略）

◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

下安井　三輪みゆき　女　　大輔

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

白　住　佐々木民子　96歳　　本人

■も交通事故腐i
交通事故発生状況【町内】

人身事故　1件（5）

死　　者　　0人（0）

負傷者　1人（5）

物損事故　　7件（71）

飲酒運転検挙音数【町内者】

0人（1）

8月中のまとめ（）内は平成14年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

433日　（9月1日現在）

も火　災も
火災ゼロ継続日数

80日　（9月1日現在）

◎⑳◎◎
9月になり秋の気配も感じら

れるようになりましたが、夏パ

テのようです。

今回は、市町村合併のアンケ

ート結果を特集しましたが、ど

のようにお考えになったでしょ

うか。合併の議論は当然大切だ

と思いますが、これを機に町の

未来を考える場になればという

気がします。みなさんは、どう

思われますか。

⑳

江尾十七夜運営等に関するお詫び

今年も、江尾十七夜が関係各位の協力により盛大に開催出

来ましたことを感謝申し上げます。

今回の江尾十七夜における町道江尾貝田三の沢線で違法駐

車のため一方通行となり、関係集落等の皆様に多大なご迷惑

をお掛けいたしました。

更に、従来からの慣例に基づいた、十七夜本部の設営、運

営等につし．）ても、いろんな反省点も多々ありました。

これらにつきましても、地域町民の皆様に深くお詫びを申

し上げ来る来年度の開催に向け、本部職員も含めいろいろな

解決策を検討し努力して参ります。

平成14年8月

江府町観光協会

の全魯交通等重蔵

9月21日（土）から9月30日（月）までの10日間、

秋の全国交通安全運動が実施されます。

運動の重点は、

○　高齢者の交通事故防止

○　シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底です。

皆さん、次のことをお願いします。

○　道路を横断するときは、左右の安全をよく確かめてか

ら横断し、夕方以降は、必ず反射材を身につけましょう。

○　運転者だけでなく、同乗者もシートベルトを締めまし

ょう。幼児を同乗させるときは、必ずチャイルドシー

トを着用させましょう。

今
日
の

国
民
年
金

社会保険事務所から送られてい争
る納付書を添えて金融機関でお支

払いください。

なお、口座振替の方は、左記期

限が振替日です。

毎
年
誕
生
月
の
月

初
め
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
現

況
届
の
用
紙
　
（
は
が

き
）
　
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
投
函
斗
て
く

だ
さ
い
。
も
し
紛
失
さ
れ
た

場
合
に
は
、
役
場
に

用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

江
府
町
役
場町
民
課

（
℡
7
5
－
3
2
2
3
）
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制N這■　、

非営利法人［J EN」勤務

砂□二葉さん（吉原）

特定非営利活動法人ジ工ン（J EN）は、1994年の設立以来、旧
ユーゴスラビアなどの紛争や自然災害などで難民・避難民となって

しまった人々の「心のケアと自立の支援」をモットーに人道支援活

動を行ってきました。そして、昨年8月より、パキスタン側に避難

して来るアフガン難民の万々の支援を開始し、私は10月から現地
で約7ケ月、パキスタンで難民支援活に携わってきました。

今回、江尾十七夜にあいて、パネルの展示、募金を通じ、私たち

J ENの活動を理解して頂き、アフガン難民支援への御協力、本当

にありがとうございました。タリバン政権崩壊から、支援はアフガ
ニスタン国内へと集中し、パキスタン側の難民たちは忘れ去られた

存在になりつつありますガ、パキスタンの難民支援、アフガニスタ

ン国内の復興再建へ向けた活動は今後も継続的に必要です。今後も

日本から「必要としている人への必要な支援」が届くよう、彼らが

⑳忘宍妄言誓の足で立って歩んでいけるよう、寄与していきたいと
いろいろな機会を通じて、皆さんに私たちJ ENの活動を知って

頂くことができればと考えています。今後とも御支援よろしくお願

いいたします。江府町の皆さん、本当にありがとうございました。
●募金先
郵便振替口座　00170－2－538657

口座名：特定非営利活動法人　J EN

※通信欄に「パキスタンのアフガン難民支援（江府町報）」とご
明記ください。

食談呑奇育め

宴＿塑＿些攣甘珍砂型攣忘
豆腐のマリネ

豆腐のような大豆製品にはカルシウムが豊富にふくまれ

ています。カルシウムは骨への影響だけでなく、不足する

と精神不安牢の原因にもなります。
また大豆にはイソフラボツが含まれ骨密度を維持する働

きがあり骨粗悪症予防に効果があります。

◆材料（4人分）　◆作り方

豆腐　　　　　2丁

トマト　　　　1個

吉ねぎ　　　　20g

しょうが　1／2かけ

しょうゆ　大さじ4

さとう　大さじ2

酢　　　大さじ4

ラー油　　　少々

油　　　　　大さじ4

1人あたりの栄毒成分

①耐熱皿に箸を3～4本並べ、
その上に豆腐をのせて

1丁あたり3分程度過熱
し、水を切る。

②①の豆腐を半分に切り、
横にして1cm幅に切る。

③Aを合わせ青ねぎ、し
ょうがをみじん切りに
し加える。

④フライパンに油大さじ

1杯を熟し豆腐を並べ
時々動かしなから中火
でこんがり焼く。

⑤焼けた順に③のたれに
漬けていく。

⑥トマトは薄い半月切り

にし皿の周りに並べ⑤
の豆腐を盛り漬け汁を
かける。

エネルギー149Kcal　せんい　0．6g

たんば＜質　5．8g　　塩分　1．9g

脂質　　　10．7g

世帯数1．185世帯（－1）人口4，035人（－5）　男1，921人（－3）女2，114人（－2）（）は前月比　8月末
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